










要約：同一病院で 1948 年から 1989 年にわたり出産した児(130,009 例)を対象に、生後 1

週間以内に発見された外表奇形を調べ、その奇形発生率の年次推移を調べた。奇形発生率

は1.06%、このうち0.89%は単一奇形、0.17%は重複奇形であった。単胎児の奇形発生率1.06%

に対し、ふたごの奇形発生率は 1.22%であった。男子(1.14%)の方が女子(0.95%)より有意

に高い奇形発生率が得られた。奇形発生率の年次推移をみると、1948-1957 年の奇形発生

率 0.87%から徐々に上昇し、1982-1989 年には 1.29%であった。主な奇形発生率の年次推移

をみると、口唇口蓋裂、合指症、合趾症および尿道下裂は年次群と共に上昇するが、口蓋

裂は年次群と共に減少、無脳症、二分脊椎、先天性水頭症、口唇裂、多指症および多趾症

は年次に対し横ばい傾向にあった。 


